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新 日 本 婦 人 の 会 目 的

☆核戦争の危険から女性と子どもの生命を

まもります。

☆憲法改悪に反対、軍国主義復活を阻止し

ます。

☆生活の向上、女性の権利、子どものしあわ

せのために力をあわせます。

☆日本の独立と民主主義、女性の解放をか

ちとります。

☆世界の女性と手をつなぎ、永遠の平和を

うちたてます。

新日本婦人の会は国連に認証されたＮＧＯです
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持続可能な

開発目標

７月の記録的豪雨や大型で強い台風号の襲

来、命を危険にさらす酷暑など、気象が激変して

います。ハザードマップ（被害予測地図）につい

て、国土問題研究会副理事長の磯部作さんに、地

球温暖化と豪雨について、国連気候変動に関する

政府間パネル（Ｉ
ア イ

Ｐ
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Ｃ
シ ー

Ｃ
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）評価報告書執筆者でも

ある鬼
き

頭
と う

昭雄さん（２面）に聞きました。
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上左図は総社市が各家庭に配った下原地区を含む

地域のハザードマップ。赤い枠の部分が下原地区。

右図はその下原市区を２区に分けて作った防災マ

ップ。右方は川沿い部分。黄色の道が避難経路

で、住宅地から高台へ登り、等高線に沿う経路に

なっている。（どちらも磯部氏提供の地図に、編

集部が枠や川の名前などを入れて加工したもの）
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